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「観光ボランティアガイド協会の現状と、今後の課題等」について；

今年 4 月に会長に就任させ

て頂き、7 カ月が過ぎました。

その間、皆様のご協力により各

種の事業を無事に終えること

が出来ています。誠に有り難う

ございます。 

 さて、当協会は、平成 4 年 3 月 24 日に発足して、今

年で３３年目になります。会員数は、今年９月現在  

６１名で活動しています。昨年度のお客様ガイド総数

は、12,408名をご案内しました。「八幡へ来て良かった、

ガイドをお願いして良かった」と思っていただけるよ

うに「おもてなしの心」をもったガイドをめざして、

日々研鑽を重ねて活動しています。 

 その中で、協会の発足後、30 数年経過して、色々な

課題点も出て来ています。 

そのため、「今日の時代に即応した見直しが必要である

と考え」今年 8 月から、臨時の役員会議を 3 回開催し

て「ガイド交通費・役員経費・今後の協会のあり方等」

について、各役員の皆様から、ご意見等をいただき、

現在審議中であります。今年度中には、その意見等を

まとめて、出来ますれば、来年度（4 月）から新たな改

定内容を作成して、進めていきたいと思っています。 

 具体的には、協会としての運営経費を確保し、協会

運営をより円滑にするために、現在のガイド交通費に

協会運営費等を含めて「ガイド経費」とすること。 

ガイド交通費（ガイド経費）を値上げして、値上げ分

を協会運営費に充当して、組織の充実を図ること。 

また、会員が高齢化になってきたので、ガイド活動を

できる会員が限られてきたため「入会していただく機

会や、その講座内容の見直し・充実」を図ること。 

それから、コロナ禍でお客様の人数が減少してきて、

なかなか、コロナ禍以前の客数には戻らないため「新

たに当日ガイド活動の実施等」により、ガイド数の増

加を図るなど、広報面でも活用してＰＲに努めていく

などを実施・検討していきたいと思います。 

 そのためには、皆様方のそれぞれの得意分野を活か

した活動をしていただき、この組織が少しでも充実す

るように「協会組織の仲間づくり、楽しく活動できる

ように」なお、一層のご指導とご鞭撻をよろしくお願いします。 

末筆ながら、賛助会員の皆様には、私たちの活動に対

し、ひとかたならぬご支援ご鞭撻を賜りまして、誠に

ありがとうございます。今後ともよろしくお願い致します。 
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１０月１９日夕刻に小雨が降る中見物に出かけまし

た。境内に車を駐車したが案外すいていました。傘を

さして車外にでると家族連れ、カップル、数人のグル

ープが境内を抜けて白雲橋に向かって歩いていまし

た。数多くの方が橋の欄干や中央からライトアップさ

れた夜景を撮影されていました。堀沿いのライトアッ

プは例年通りの輝きでしたが新町通り沿いに飾られ

たランタンは和風のモザイク模様で可愛らしかった

です。 

ヴォーリズ像の後ろで女性歌手がライヴをされてい

ましたが聞き手が数人で少し残念でした。白雲館は

ライトアップされていて昼間と違った雰囲気を醸し

出していました。少し歩いて旧八幡郵便局に向かい

ましたがプロジェクションマッピングで幽玄的な光

で構成されていて綺麗でした。小雨で人通りが少し

少なかったことが残念ですが、１２日から２６日と

長期間催され、見物に来られたお客様に楽しんでい

ただけたと思います。       広報宣伝部  中出康夫 

（写真：近江八幡観光物産協会 HP より） 

 

八幡堀まつり 
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新

今年７月の養成講座に参

加し、ガイドに加入しました

横井です。今年３月まで鷹飼

八幡神社の氏子総代を務め

ていました。鷹飼は日牟礼八

幡宮十二郷の一つなので、八

幡祭りにも参加してきましたが、この祭りを通じて近

江八幡の歴史に興味を持ちました。

そこで、総代任期が終わったのを機に、近江八幡の魅

力を伝えたいとガイドに応募しました。愛知県出身な

ので近江八幡の歴史についての知識も不足していま

すし、同行研修を終えて、わかりやすく説明するむつ

かしさを感じています。近江八幡は歴史も古く、伝え

る内容も多いので、これから、ふるさと観光塾を受講

して知識を増やしていき、お客様に喜んでもらえるよ

うなガイドができるよう頑張ります。 横井 寿雄

今年のふるさと観光塾に

参加したのがきっかけで入

会いたしました。 

本業は茶道を伝える事です。

茶事というお料理やお酒を

お出しし、お茶を召し上がっ

ていただくのですが、他県のお客様が多く、近江八幡

の食材を使いたく、又、せっかく来ていただくので歴

史もお伝えしたく参加いたしました。ボランティアガ

イドの皆様の深い知識はすぐに身に付くものではな

いと思いますが勉強させていただきながら積み重ね

ていければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。              伯耆（ほうき）雅美

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 12日快晴

の元、９月に引き

続いて２回目の

ツッカーハウス

イベントの日で

した。 

午前 11 時・午後

２時の２回、ヴォーリズ物語・白鷺の恩返し・秀次さ

んと近江八幡・名前を変えた小僧さんの４作を１時間

続けて上演。午前８名・午後５名のお客様はケアハウ

スにお住いの方達が主で、ヴォーリズさんは身近な方

でよく知っておられ、うなづいたり又名前を変えた小

僧さんの時は演者の軽妙な話術に声を出して笑って

下さる等終始和気あいあいと進める事ができました。 

 静岡から来られた教会関係の方達３人が午前中

辻先生を取材され、又紙芝居も見ていただけました。

八幡堀ほっとクリーン作戦 
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10 月になりまして、この夏と秋

の異常な暑さの中、10 月 2 日 ㈬  

朝 9 時から八幡堀周辺にて本年も

恒例のほっとクリーン作戦が行わ

れました。 

物産協会の会長さんの挨拶に始ま

り物産協会関係者の方々、各種団

体や企業からの参加もあり全体で

88 名の参加です。内、我が観光ボ

ランティアガイド協会も 20 名参

加しました。 

一時間半程の作業で汗をかきながら

一生懸命の作業の結果見違えるよう

にきれいになりました。 

これで 10 月 12 日から始まる、八幡

堀まつり、観光シーズンを迎える上

で、清掃活動により市民と観光客の

皆さんが、少しでも満足をしていた

だきます様に期待しています。 

ほっとクリーン作戦の作業の皆様 

暑い中、大変ご苦労様でした。 

広報宣伝部 中村保 

 

紙芝居、ツッカーハウスイベントに参加 

 

新人ガイドさんの声 
 

近江八幡の魅力と良さを再発見  

横井 寿雄 

伯耆 雅美 

蘇る八幡堀  
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午後はまいまい（ツアー会社）のお客様を藪先生が案

内されたりでやはりヴォーリズさんのお名前は全国

に広まっているのだと改めて感じられました。 

 私たち紙芝居部もヴォーリズ物語の紙芝居を作り、

そのお蔭で多くの上演の機会を与えられ大変ありが

たく思っています。 

 この後、「灯り祭り・時代劇のまち」と行事が続き上

演致しました。又自治会ふれあいサロン等への紙芝居

の出前も決まっています。 

 お客様に喜んでいただけるよう私たちも練習に励み、

又楽しんで演じられるよう頑張っていきたいと思っ

ています。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊
臣
秀
次
事
件
に
対
す
る
影
響 

 

来
年
は
豊
臣
秀
次
の
没
後
４
３
０
年
に
な
り
ま

す
。
豊
臣
秀
次
は
秀
吉
の
実
子
、
秀
頼
が
誕
生
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
不
仲
に
な
っ
た
の
が
通
説
で

す
が
、
秀
次
の
弟
秀
保
は
天
正
１
６
年
豊
臣
秀
長
の

養
子
と
な
り
同
１
９
年
秀
長
が
病
死
、
遺
領
を
相
続

し
て
郡
山
城
主
に
な
り
ま
し
た
。
秀
次
が
高
野
山
に

て
自
害
し
た
３
か
月
前
１
５

８
５

年
（
天
正
１
３

年
）
４
月
１
６
日
秀
保
は
病
死
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
秀
吉
は
「
秀
次
の
御
息
子
２
歳
を
大
和
の
国
主

に
す
る
」
と
秀
吉
は
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
。
秀
吉
は
そ
の

時
点
ま
で
は
豊
臣
家
と
し
て
秀
次
を
潰
し
て
し
ま
う

と
豊
臣
家
を
滅
亡
す
る
恐
れ
が
あ
り
秀
吉
と
し
て
も

秀
頼
を
中
心
に
し
て
豊
臣
家
の
存
亡
に
か
け
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。 

秀
次
の
死
後
、
焦
っ
た
丹
後
宮
津
を
治
め
て
い
た

１
８
万
石
の
大
名
細
川
忠
興
の
筆
頭
家
老
松
井
康

之
が
家
康
を
尋
ね
ま
し
た
。
忠
興
が
秀
次
よ
り
黄
金

１
０
０
枚
を
借
り
て
い
た
の
で
一
刻
も
早
く
借
金

を
返
済
し
て
関
係
を
絶
た
ね
ば
細
川
家
は
秀
次
の

仲
間
と
見
な
さ
れ
、
切
腹
さ
せ
ら
れ
る
と
思
い
「
殿

を
救
う
と
思
っ
て
黄
金
数
枚
だ
け
で
も
貸
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
」
と
頼
み
ま
し
た
。
節
約
家
だ
っ

た
家
康
で
し
た
が
「
そ
れ
は
大
変
な
こ
と
だ
」
と

巾
着
袋
を
渡
し
数
え
て
み
る
と
何
と
黄
金
１
０
０

枚
更
に
「
返
済
は
無
用
じ
ゃ
、
そ
の
代
り
・
・
・
・
」

汗
を
流
す
康
之
に
家
康
の
扇
子
を
与
え
な
が
ら

「
分
か
っ
て
お
ら
れ
ま
す
わ
な
」
こ
の
と
き
の

恩
を
忘
れ
な
か
っ
た
細
川
忠
興
は
関
ヶ
原
の
戦

い
で
徳
川
方
に
つ
き
先
陣
を
切
っ
て
西
軍
の
石

田
三
成
隊
を
め
が
け
追
い
込
ん
で
徳
川
方
を
見

事
勝
利
へ
導
き
ま
し
た
。
そ
の
後
豊
前
中
津
３

９
万
５
千
石
に
転
封
し
ま
し
た
。 

又
、
秀
次
が
自
害
し
た
翌
月
京
都
三
条
河
原

に
て
秀
次
の
妻
、
側
室
等
３
９
名
を
処
刑
し
て

ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
塚
を
築
き
石
塔
が
建
て
何

と
も
痛
ま
し
い
出
来
事
で
し
た
。
そ
の
後
塚
は

鴨
川
の
氾
濫
等
に
よ
り
荒
廃
し
事
件
か
ら
１
６

年
後
１
６
１
１
年
（
慶
長
１
６
年
）
角
倉
了
以
が

高
瀬
川
の
開
削
工
事
中
に
墓
石
を
発
掘
、
墓
域

を
再
建
し
て
瑞
泉
寺
を
創
建
し
ま
し
た
。
当
時

京
都
の
人
々
に
と
っ
て
は
記
憶
に
新
し
い
大
事

件
だ
っ
た
の
で
す
。
角
倉
了
以
は
１
６
１
４
年

亡
く
な
り
ま
し
た
が
秀
次
の
地
元
で
あ
る
八
幡

商
人
の
西
村
太
郎
右
衛
門
（
１
６
０
３
年
生
）
は

角
倉
了
以
の
息
子
与
一
（
素
庵
）
を
頼
る
こ
と
で

海
外
の
情
報
を
得
、
時
を
見
計
ら
っ
て
角
倉
了

以
の
御
朱
印
船
に
乗
り
こ
み
ベ
ト
ナ
ム
安
南
へ

と
旅
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

   

 

知
っ
得
コ
ー
ナ
ー 

前
川 

房
夫 
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紙芝居部 松村道子  
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賛助会員様 
 

 アインズ㈱  あゆの店 きむら  ㈱近江兄弟社  酒のさかえや 

 

 近江八幡和船観光㈿  (一社)近江八幡観光物産協会  久ぼ多屋 

 

 ㈱加悦ファーマーズライス  ㈱カネ吉 ヤマモトフーズ  喜兵衛 

 

 漁師の店 川田商店  グリーンホテル Yes近江八幡  ㈱ダイゴ 

 

 休暇村 近江八幡  滋賀銀行 八幡支店  滋賀中央信用金庫 本店 

 

 ㈱水郷のさと まるやま  たねや 日牟禮乃舎  ㈱シャーレ水ケ浜 

 

 西国三十一番札所 長命寺  坪田好平「坪清」  (宗)日牟禮八幡宮 

 

初雪食堂  ㈱日吉  ㈲ほのぼの館 ギャラリースペ-ス新町浜 

 

まるたけ 近江西川  まちや倶楽部  ㈱もりしま(寛閑観)  宮前 

 

 前出産業㈱  村雲御所 瑞龍寺門跡  ㈱木馬 ひさご寿し  麩惣 

 

 山上 日牟禮店  レアウッドビーズ美樹  ㈱和た与  ㈱和でん 

 

 天然石のベル・クレール  ひょうたんや  あきんどの里 與平 

 

近江鉄道㈱ あやめ営業所  近江牛 毛利志満 
（敬称略・順不同） 

 

いつも、私達の活動を応援くださり 

        ありがとうございます。 
 

      近江八幡観光ボランティアガイド協会 一同 
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